













氏     名 大木 雄太 
学 位 の 種 類        博士（体育科学） 
学 位 記 番 号        博甲第  9526 号 
学位授与年月        令和 2 年 3 月 25 日 
学位授与の要件        学位規則第４条第１項該当 
審 査 研 究 科        人間総合科学研究科 
学位論文題目        注意の焦点づけが遠投運動のパフォーマンスおよび 
学習に与える影響 
主 査          筑波大学教授  博士（心理学）       坂入 洋右 
副 査          筑波大学教授  博士（体育科学）   木塚 朝博 
副 査          筑波大学教授  博士（学術）     藤井 範久 
副 査          筑波大学助教  博士（人間・環境学） 國部 雅大 





































そして検討課題 3（第 4 章）では、注意の焦点づけが遠投の学習に与える影響に関する検討がなされ
ている。対象者がランダムに 3 群（手首内的焦点群、体幹内的焦点群、外的焦点群）のいずれかに割り
当てられ、非利き手による遠投運動を、10 回の学習ブロックと 2 回のテスト（プレテスト、ポストテ
スト）を通して行われた。その結果、学習段階において、内的焦点群は遠投距離の有意な向上がみられ
た一方で、外的焦点群は有意な向上がみられなかった。またプレテストからポストテストにかけて遠投
距離が有意に向上した群は体幹内的焦点群のみであり、手首内的焦点群と外的焦点群は向上しなかった
ことから、設定した条件の中で最も遠投の学習に有効な注意は体幹への注意であることを示唆している。
さらにポストテストにおいては、いずれの群でも手首内的焦点条件よりも外的焦点条件において遠投距
離が有意に長くなったことから、いずれの群で学習したかに関わらず、ポストテストでは外的焦点が有
効であることが確認された。以上の結果に基づいて著者は、遠投の学習においては、外的焦点よりも内
的焦点の方が有効であることを示唆している。 
本論文において、以上の 3 段階の研究を通して、遠投のパフォーマンス発揮に関して、外的焦点はい
ずれの熟練度であっても有効であること、体幹への注意は熟練度が高い場合は有効であるが低い場合は
有効でないこと、および手首への注意はいずれの熟練度であっても有効でないことが明らかにされてい
る。これらのことから、内的焦点であっても、注意を向ける部位および熟練度によってパフォーマンス
への影響が異なること、また、遠投の学習に関しては、外的焦点よりも内的焦点が有効であることが、
本論文において確認された。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 本論文を通して、注意の焦点づけが遠投運動のパフォーマンスならびに学習に与える影響について、
注意を向ける身体部位および熟練度によってパフォーマンスおよび学習への影響が異なることが明ら
かにされている。本論文は、遠投運動を対象に注意の焦点づけの機能について詳細な検討を加えたもの
であり、本論文から得られた知見は、注意の焦点づけに関して、遠投運動におけるより高いパフォーマ
ンス発揮および効果的な学習の一助となることが期待される。以上のことから本論文は、学術的な意義
に加えて、体育・スポーツの実践的な学習指導場面に大きく貢献する価値を有するものとして高く評価
できる。 
令和元年 12月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
